　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本講座は要件を満たした場合、日本臨床心理士資格認　　　定協会に短期研修会認定の申請を予定しております。
主　  催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団

企画講師：関　則雄　先生　（日本クリエイティブ・アーツセラピー・センター　代表理事）
講座日程：全４回
	回
	開 催 日
	講  義  内  容（予定）
	講 師（敬称略）

	１
	11/ 4
（火）
	回し絵を通しての自己への気づき
	日本クリエイティブ・

アーツセラピー・センター

　  　  代表理事　関　 則雄　

	２
	11/11（火）
	絵を通して葛藤を解決する
	

	３
	11/18
（火）
	色紙による家族画
	

	４
	11/25
（火）
	スクウィグル・コラージュ法
	


　     　　　◆持ち物（実習で使用します）
・毎回「16色以上のクレヨン」（クーピーは不可）をお持ちください。
・第3回（11/18）と第4回（11/25）は、ハサミと糊もご持参ください。
講義時間：毎週火曜日、午後６時３０分～８時３０分（120分）

受 講 料：１２,０００円（税込み）
定　　員：４５名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講対象：心理・福祉・教育の現場に携わっている方、心理・福祉・教育専攻の大学院生、その他アートセラピーに興味のある方（クライエント的立場の方は除きます）
受講条件：担当講師に氏名・職種などの情報を開示すること
会　  場：明治安田こころの健康財団　講義室
　　　　　東京都豊島区高田3-19-10　　　ＴＥＬ 03-3986-7021

　　　　　　　（ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約7分）
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実践アートセラピー


（2時間コース）





通常の生活では、私たちは自己表現とコミュニケーションの手段として言語（書きことば、話しことば）を用いて生活をしています。しかしながら、実際のコミュニケーションにおいて言語の占める割合は、2割程度だと言われています。そして、多くのコミュニケーションの食い違いは、残りの8割の情報やメッセージへの無理解から来ているということができるでしょう。


アートセラピーでは、ことばだけではなくアートという手段を用いることにより、自己表現とコミュニケーションの双方において言語と非言語、思考と感情、意識と無意識といった2つの領域に橋をかけていきます。


今回の連続講座では、自己の気づき、葛藤の解決、家族力動の分析、無意識との対話といったように、毎回異なった切り口でアートセラピーのさまざまなワークを体験していき、アートセラピーを実際の臨床場面において実践していくための具体的なやり方と考え方について学んでいきます。


　【企画：関 　則雄】








